
（17）

真　　　　宗 2024年（令和 6年）5月　60

解放運動推進本部

TEL.075-371-9247  FAX.075-371-6171
〒600-8164  京都府京都市下京区諏訪町通六条下る上柳町199番地  真宗教化センター しんらん交流館
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法要─高木顕明師を想う集い─

ご案内

「大逆事件」から100年余り─。非戦・平等に生き、冤罪とされた先人たちの願い
を忘れないため作成された学習資料集。高木顕明の「余が社会主義」をはじめ、
当時の資料からその思想と時代背景に学ぶ。

「高木顕明の事績に学ぶ学習資料集」編集委員会 　
大阪教区高木顕明の事績に学ぶ実行委員会 　

真宗大谷派解放運動推進本部 編

高木顕明の事績に学ぶ
学習資料集

◆B5判／182頁　定価：1,320円（税込）

〒600-8505　京都市下京区烏丸通七条上る
TEL.075ー371ー9189  FAX.075ー371ー9211 詳しい書籍情報は 東本願寺出版 検 索

極楽世界には他方之国土を侵害したと云ふ事も聞かねば、義の為に大戦争を起したと云ふ事も一切聞
れた事はない。依て余は非開戦論者である。  〈高木顕明「余が社会主義」より〉

　戦争の記憶は時とともに風化し、その悲惨さも危機感も忘れたような現状があります。日本のみな
らず、各国において戦備を強化する動きが進み、悲しみをもった戦後の平和への歩みが、いつしか戦
争前夜の歩みにすり替わり、私たちの生活にまで入りこんでいるように感じられます。
　かえりみれば、戦時下、国策に追随し、戦争に協力した私たちの宗門にあって、戦争の本質を見抜き、
非戦を唱え活動された一人の念仏者がおられました。和歌山県新宮市の浄泉寺住職、高木顕明師で	
す。顕明師は被差別部落のご門徒と共に生き、部落差別問題に取り組んだ先駆者でもありました。
　人間が人間として生きていくことを許さない時代を繰り返さないために、非戦・平等の願いに生き
るとはどういうことなのかを、念仏の教えに一人ひとりが確かめるいとなみが、とても大切です。
　今年も、「遠松忌法要─高木顕明師を想う集い─」をお勤めいたします。ともどもに師の志願に静
かに耳を傾け、その願いを自らのうえに明らかにしてまいりたいと思います。

１　テーマ　前
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う─今、この時代に聞く非戦・平等の願い─
２　日　時　2024年６月22日（土）13時～
３　会　場　大阪教区第23組浄泉寺（和歌山県新宮市大橋通）
４　法　話　辻本雄一 氏（佐藤春夫記念館館長）
＊当日11時より新宮市南谷墓地にある高木顕明師顕彰碑前にて勤行が
　あります。
＊当日、法要の様子をライブ配信します。こちらからご覧ください➡
　淨泉寺チャンネル（https://www.youtube.com/@user-kc6mt3mq1j/featured）
＊大阪教区教化委員会主催の「遠松忌バスツアー」が予定されています。
　バスツアーのお問い合わせは大阪教務所（TEL：06-6251-4720）まで。

【同時企画】　ギャラリー展　「非戦と平等の源流をたずねて」
　　　　　　会場：真宗本廟 参拝接待所ギャラリー１階
　　　　　　日時：2024年５月８日（水）～６月27日（木）９時～16時
【お問い合わせ】　解放運動推進本部  TEL：075-371-9247  FAX：075-371-6171 「高木顕明師顕彰碑」


